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郡市等医師会活動報告

平成29年度一般社団法人御津医師会
定時総会懇親会

 御津医師会　副会長　難波　経豊

　平成29年５月27日土曜日、午後６時より岡山ロイヤルホテルに於い
て平成29年度一般社団法人御津医師会定時総会が開催され、総会終了
後の午後７時より懇親会が催されました。懇親会では、県医師会より
石川紘会長、清水信義副会長、松山正春副会長を来賓にお迎えし、ご
祝辞を頂きました。
　当医師会会員の山中慶人先生による乾杯の音頭とともに歓談が始ま

りました。歓談の合間のアトラクションとして四師会バンドをお招きしました。四師会バ
ンドとは、岡山市医師会の内田耕三郎会長、岡山市歯科医師会の壷内智郎会長、岡山市薬
剤師会の小山敏章会長、看護協会岡山市支部の川口法子支部長、そして、岡山市薬剤師会
会員の大西東吾先生の四師会５名の先生方が集まって結成されている軽音楽バンドです。
演奏はビートルズの「ヘイジュード」から始まり、AKB48の「恋するフォーチュンクッキー」、
岡村孝子の「夢をあきらめないで」、アリスの「チャンピオン」、チューリップの「心の旅」
と続き、最後は太田裕美の「木綿のハンカチーフ」と、様々な世代のよく知られた楽曲が
目白押しでした。また、趣味を超えるほど熱心に声楽をされている当医師会理事の難波晃
先生が飛び入りで、四師会バンドの演奏をバックにフランクシナトラの「マイウェイ」を
自慢のバリトンの声で熱唱されました。演奏や歌に会場は大いに盛り上がるとともに、お
いしいお食事とお酒を頂きながら、会員間、そして、来賓の先生方や四師会バンドの先生
方も交え、終始和やかな雰囲気で歓談でき、大変有意義な交流の場とすることができました。

　最後になりましたが、お忙しいなかお越し頂きました石川会長、清水副会長、松山副会長、
そして、四師会バンドの先生方には心から御礼申し上げるとともに、今後ともご指導ご鞭
撻のほどをお願い申し上げます。
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他科の先生に
知って欲しい 脳神経外科編⑤

てんかんの外科治療

 岡山大学大学院　脳神経外科　佐々木達也、伊達　　勲

　本編ではてんかんに対する外科治療について述べさせて頂きます。
　てんかんとは大脳の神経細胞が過剰に興奮し、発作が反復性に起こ
る慢性の病気と定義されます。全身が痙攣するものから、ぼーっとし
たり、体をピクッとするだけで終わる発作もあり、多彩な症状を呈し
ます。原因は腫瘍性病変、脳血管障害、皮質形成異常など様々ですが、
まずは薬物治療を試みます。薬物抵抗性の難治性てんかんは、２種類

の抗てんかん薬によっても発作が抑制されていない状態が２年以上続くものとされ、この
場合に外科治療が考慮されます。
　一口に外科治療といっても、原因によって様々な術式が選択されます。共通点は、正確
な診断と発作焦点の特定を行い、麻痺、記憶障害、失語などの機能障害を出現させず、発
作の消失を目指すことです。以下に個々のてんかんに対して、説明していきます。
　内側側頭葉てんかんは、外科治療の方が薬物治療よりも成績が優れており、最もよく行
われている手術です。発作起始となっている側頭葉内側の構造（海馬、海馬傍回、扁桃体）
を切除することにより発作の抑制が得られます。典型的な海馬硬化症を認める症例では術
後発作消失率は80％以上と、高い治癒率が望めます。残りの患者の多くも、薬を内服して
いれば、発作が抑制される状態まで改善します。その他の新皮質てんかんに対しても、焦
点切除術が行われます。特にMRIで器質病変を認めない場合には、硬膜下電極を留置し、
頭蓋内脳波記録を行う必要があります。その所見に基づき切除範囲を決定します。当科で
は小児神経科と連携し、詳細な脳波解析により焦点を特定しており、良好な術後成績に
つながっています。急に転倒し外傷が絶えない発作（転倒発作）に対しては脳梁離断術が
有効です。また最近ではすべての難治性てんかんに対して適応を有する迷走神経刺激療法
（VNS）が2010年に国内で保険収載され、脳の切除術の適応とならない患者に対して行わ
れます。VNSは切除術のように根治的ではありませんが、発作頻度、発作症状を軽減させ
ます。欧米と比べると本邦のてんかんの外科の普及率は低いとされ、手術を必要とする患
者が、手術を適切に受けられないという背景があります。岡山大学病院では、てんかんセ
ンターを立ち上げ、包括的な診療を行い、外科治療を含めた適切な治療が受けられる体制
を整えております。てんかんの診断や治療でお困りの患者がおられましたら、どうぞご紹
介ください。

佐々木達也


